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文
學
博
士
松
山
先
生
終
焉
記

昭
和
二
年
四
月
二
十
一
1

一
日
、
懐
穏
堂
敢
授
正
五
位
動
六

等
文
學
博
士
松
山
直
蔵
先
生
卒
す
、
是
よ
り
先
二
月
二
十

三
日
（
水
曜
日
）
先
生
例
の
如
く
登
堂
し
、
午
後
七
時
講

壇
に
登
り
理
學
宗
偲
を
講
す
、
暫
く
し
て
身
慨
に
少
し
く

違
和
を
覺
へ
た
れ
ば
、
平
常
よ
b
十
分
間
程
早
め
に
講
義

を
終
了
し
、
藤
塚
害
記
に
向
て
、
今
晩
は
風
邪
の
加
減
か

少
し
く
逹
和
を
覺
ゆ
る
を
以
て
、
急
ぎ
蹄
宅
し
て
加
養
す

べ
し
、
或
は
明
晩
（
木
曜
日
）
の
出
講
（
周
易
程
偲
）
六
ヶ
敷

や
も
闘
り
難
け
れ
ば
、
其
邊
宜
し
く
頼
む
ご
告
げ
て
蹄
宅

せ
ら
れ
た
り
、
二
十
四
日
（
木
曜
日
）
登
熱
甚
し
き
を
以
て
、

岸
ノ
里
の
腎
院
よ
り
臀
學
博
士
長
谷
川
卯
一
一
一
郎
國
手
を
聘

し
て
診
察
を
受
け
し
に
、
腎
臓
の
疾
患
な
る
べ
し
さ
て
其

の
鹿
方
を
な
も
り
、
其
後
證
温
は
一
昂
一
低
、
敷
日
を
続

る
も
軽
快
に
赴
か
す
、
一
日
今
井
懐
偉
堂
理
事
の
見
葬
に

文
學
博
士
松
山
先
生
終
焉
記

末
る
あ
り
、
折
能
く
京
都
よ
b
狩
野
文
學
博
士
も
末
賄

せ
ら
れ
た
れ
ば
＂
松
山
先
生
は
内
科
の
大
家
な
る
京
都

の
中
西
緊
學
博
士
の
診
察
を
受
け
た
き
旨
の
希
望
を
述

べ
ら
れ
た
る
に
、
今
井
狩
野
雨
先
生
は
直
ち
に
同
意
せ

ら
れ
、
懐
徳
堂
よ
り
中
西
博
士
の
末
診
を
請
ひ
た
り
、

依
て
中
酒
博
士
は
之
を
快
諾
し
て
狩
野
文
學
博
土
さ
同

行
に
て
三
月
四
日
午
後
一
時
求
診
せ
ら
れ
、
腎
孟
炎
な

ら
ん
マ
」
診
察
し
＂
其
の
虞
方
に
就
て
長
谷
川
博
士
ご
協

議
投
薬
し
た
る
に
、
其
の
翌
日
芸
仕
口
士
曜
H
)
に
は
謄

温
平
熱
に
降

b‘

尿
に
含

Jff
せ
る
蛋
白
鯖
も
大
に
減
少

せ
る
を
以
て
、
一
時
は
遠
か
ら
4

ょ
恢
復
す
る
も
の
マ
J

喜

び
た
り
、
然
れ
ざ
も
之
れ
は
一
時
の
現
象
に
し
て
、
深

＜
棄
効
の
病
原
に
的
中
し
た
る
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、

其
後
ま
た
儒
温
も
高
熱
を
示
す
に
至
れ
り
、
此
に
於
て

小

沼
l

l

九

量

平



文
學
博
士
松
山
先
生
終
濡
記

中
西
博
士
よ
り
訟
尿
科
の
大
家
松
浦
愕
學
博
士
の
診
察
を

求
む
る
方
可
な
る
べ
し
'
1
J

の
注
意
を
受
け
た
れ
ば
、
懐
億

堂
は
松
浦
博
士
の
末
診
を
乞
ひ
た
り
、
依
て
三
月
二
十
七

13
松
浦
博
士
は
京
都
よ
り
末
診
せ
ら
れ
た
る
が
、
病
原
は

依
然
不
明
に
し
て
、
或
は
腸
窒
扶
斯
な
ら
ん
か
と
の
疑
も

あ
れ
ば
、
血
液
の
板
壺
必
要
な
る
べ
し
こ
の
こ
こ
に
て
、

血
液
の
検
査
を
行
ひ
た
る
に
、
窒
扶
斯
菌
を
認
め
す
、
今

回
は
外
科
の
大
家
の
診
察
々
を
求
め
よ
こ
の
注
意
ぁ
b
た
れ

ば
畜
外
科
の
泰
斗
猪
子
臀
學
博
士
の
末
診
を
請
ひ
た
り
、

四
月
六
日
猪
子
博
士
京
都
よ
り
末
診
あ
り
、
其
の
診
察
に

は
、
曾
て
十
敷
年
前
腸
の
疾
患
に
て
、
禍
岡
臀
科
大
學
病

院
に
て
手
術
を
受
け
た
る
時
の
局
部
に
残
留
せ
る
『
ア
ク

チ

ノ

ミ

n
ー
ゼ
』
の
笥
伏
な
ら
ん
と
せ
り
、
（
禰
岡
大
學

病
院
に
て
の
手
術
は
腸
を
一
メ
ー
ト
9
切
取
り
た
る
大
手

術
な
り
し
ご
云
ふ
）
依
b
て
猪
子
博
士
は
、
主
治
啓
長
谷

川
博
士
に
禍
岡
大
學
病
院
に
於
け
る
手
術
の
局
部
に
『
レ

ソ
ト
ゲ
ン
』
診
察
セ
行
ふ
べ
き
こ
さ
を
勘
め
ら
れ
た
り
、

然
ら
に
長
谷
川
博
士
は
自
分
の
診
察
所
に
は
『
レ
ン
ト
ゲ

ン
』
の
設
備
は
、
上
半
身
を
検
す
る
丈
け
に
止
ま
り
↓
下
半

身
を
検
す
る
の
設
備
な
け
れ
ば
、
鳥
潟
病
院
に
入
院
せ
し

め
て
は
如
何
、
殊
に
夫
人
も
長
時
H
の
看
護
に
て
疲
爆

の
欣
も
見
ゆ
れ
ば
、
此
上
自
宅
療
養
は
看
護
上
困
難
な

る
べ
し
ご
告
げ
ら
れ
し
か
ば
、
四
月
十
五
日
鳥
潟
病
院

に
入
院
し
て
、
院
長
臀
學
博
士
藤
森
舜
吉
國
手
の
診
療

を
受
く
る
こ
こ
A
せ
り
、
入
院
後
『
V

ン
ト
ゲ
ソ
』
診
察

を
行
ひ
た
る
に
、
其
の
結
果
に
て
も
確
た
る
病
原
は
判

明
せ
す
、
矢
張
往
年
禰
岡
に
於
け
る
手
術
の
局
部
に
徽

菌
が
集
り
た
る
も
の
な
る
べ
し
さ
せ

b
、
四
月
二
十
一

8
朝
九
時
、
學
子
太
田
氏
が
御
見
舞
申
上
げ
た
る
に
、

此
の
朝
早
く
廣
島
よ
り
令
妹
も
御
見
刻
に
末
ら
れ
た
る

由
に
て
、
今
恰
も
令
室
令
息
令
妹
の
三
方
を
枕
頭
に
招

き
遺
言
せ
ん
マ
J

す
る
所
な
り
し
か
ば
、
先
生
は
、
太
田

氏
の
末
訪
は
幸
な
b
"
此
虞
に
末
b
て
共
に
酪
き
呉
れ

ょ
こ
の
事
な
れ
ば
，
太
田
氏
も
病
室
に
入
b
て
列
席
せ

し
に
「
予
は
最
早
何
時
言
語
が
登
せ
ら
れ
な
く
な
る
や

も
難
計
、
今
の
内
自
分
が
思
ふ
事
を
錯
誤
な
く
卿
等
に

告
げ
得
る
間
に
遺
言
す
べ
し
』
と
て
、
萬
端
の
放
訓
を
典

へ
、
次
に
太
田
氏
に
到
し
『
今
度
の
病
氣
に
就
て
、
聰
講

生
諸
子
の
親
切
は
寅
に
徹
底
せ
る
親
切
に
て
、
誠
に
滴

足
で
難
有
思
ふ
疇
予
は
戚
涙
を
禁
じ
得
な
い
、
此
事
は
君

――
¥
0
 



よ
り
諸
村
に
宜
敷
博
養
し
て
頂
き
た
い
』
こ
陳
ぺ
ら
れ
た

b
、
其
の
家
族
に
勢
す
る
数
訓
、
太
田
氏
に
到
す
る
偲
言
、

賓
に
講
埴
に
登
り
て
経
博
を
講
す
る
時
の
態
度
ご
少
し
も

襲
る
こ
こ
な
く
、
浮
生
に
針
す
る
執
肴
な
ぞ
は
聘
か
も
見

ヘ
す
、
高
撼
に
し
て
天
命
を
知
れ
る
人
格
者
の
風
膊
高
邁

な
る
に
戚
激
せ

b
こ
云
ふ
、
翌
二
十
二
日
（
金
曜
日
）
院
長

よ
り
、
先
生
の
容
謄
心
臓
の
衰
弱
甚
し
け
れ
ば
、
一
雨
日

の
外
は
生
命
保
ち
難
か
る
べ
し
と
夫
人
に
内
示
せ
ら
れ
に

れ
ば
、
直
ち
に
遠
近
の
親
類
に
危
篤
の
電
報
を
登
せ
ら
れ

f
t
b、
此
の
報
の
聴
講
生
間
に
偲
は
る
や
、
何
れ
も
愕
然

さ
し
て
色
を
失
し
、
鳥
潟
病
院
に
伺
候
す
る
聰
講
生
績
々

ご
し
て
踵
を
接
し
た
り
、
予
も
二
十
三
日
（
士
曜
日
）
午
前

九
時
鳥
潟
病
院
に
御
見
繹
申
上
げ
た
る
に
、
御
登
病
以
末

絡
封
に
面
會
禁
止
な
り
し
腎
戒
も
、
最
早
永
訣
を
許
す
の

意
乎
、
解
禁
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
見
へ
、
先
生
は
予
の
伺
候

を
早
く
も
知
り
て
病
室
に
引
見
し
、
能
く
来
て
呉
れ
た
、

是
ま
で
も
屡
次
末
訪
を
辱
ふ
し
た
る
由
な
る
が
、
臀
戒
に

依
り
て
面
會
を
謝
絶
し
失
證
で
あ
っ
た
、
予
も
今
は
萬
事

休
央
土
＾
命
を
待
つ
の
外
な
し
ご
、
予
は
雨
手
を
伸
べ
て
除

ろ
に
先
生
の
御
手
を
握
り
、
御
大
切
に
被
成
候
へ
ご
申
上

文
學
博
士
松
山
先
生
終
焉
記

ーニ
1

げ
、
他
を
言
ふ
こ
と
能
は
す
し
て
邦
僻
し
た
る
が
、
是

が
今
生
の
永
訣
か
ご
思
へ
は
、
戚
概
胸
に
迫
り
て
言
は

ん
さ
欲
す
る
も
言
ふ
能
は
す
、
落
涙
の
懐
抱
を
需
す
を

禁
じ
得
ざ
b
き
、
同
夜
七
時
四
十
分
遂
に
葡
萄
朕
球
菌

性
敗
血
症
ご
稲
す
る
病
名
の
下
に
、
先
生
登
病
以
末
涌

二
ヶ
月
に
し
て
、
夫
人
介
息
親
族
故
奮
に
枕
頭
を
護
ら

れ
つ
>
烏
潟
病
院
第
一
二
十
五
琥
病
室
に
於
て
漬
焉
こ
し

て
遠
逝
せ
ら
れ
た
り
、
嗚
呼
人
の
世
に
生
る
、
赦

t
し

て
訊
風
の
如
し
、
彰
修
砲
短
是
れ
天
命
な
り
、
先
生
疾

く
に
天
命
を
築
む
、
今
朋
た
蹄
す
る
に
臨
ん
で
笑
を
か

疑
は
ん
、
遺
骸
は
即
夜
夫
人
令
息
其
他
の
者
に
術
ら
れ

て
、
千
本
通
の
自
邸
に
蹄
還
し
、
直
に
喪
を
検
せ
ら
れ

た
り
、
夜
十
時
懐
徳
堂
よ
b
『
松
山
数
授
今
夜
七
時
宇

卒
去
』

t
云
ふ
先
生
捐
館
の
訃
電
を
各
方
面
に
登
せ
ら

れ
た
れ
ば
、
二
十
四
日
（
日
曜
日
）
に
は
早
朝
底
に
千

＊
通
の
松
山
邸
に
懐
想
堂
常
任
理
事
今
井
貫
一
、
懐
梅

堂
顧
問
狩
野
直
喜
雨
先
生
を
初
め
さ
し
、
罷
講
生
野
口

幸
雄
、
太
田
拗
兵
衛
、
井
上
正
美
、
岡
田
空
碩
、
中
川

幸
三
、
飯
島
溜
三
郎
、
長
岡
義
郷
、
山
本
楢
信
、
洒
井

全
太
郎
、
小
詔
最
平
等
も
末
會
し
、
夫
入
令
息
等
に
弔
詞



文
學
博
士
松
由
先
生
終
焉
肥

を
述
べ
、
奪
骸
を
稽
類
し
、
次
で
今
井
理
事
の
指
揮
の
下
に

葬
儀
及
告
別
式
の
順
序
を
定
め
式
鳩
設
備
其
他
に
闊
す
る

堂
友
會
員
の
役
割
牙
擢
等
は
別
に
堂
友
會
員
の
集
會
協
議

に
任
せ
、
葬
儀
及
告
別
式
の
日
時
を
定
め
訃
報
を
螢
せ

b
o

此
夜
堂
友
會
員
惣
代
敷
名
松
山
邸
に
至
り
、
御
親
族
の

方
王
偕
に
通
夜
を
動
修
す
、
二
十
五
日
新
聞
紙
に
廣
告
を

登
載
し
て
、
喪
を
一
般
の
知
人
に
知
ら
し
め

f
i
b
o

此
日
（
月
曜
日
先
生
卒
去
後
の
第
二
日
）
．
午
前
十
一
時

京
郡
帝
國
大
學
文
學
部
教
授
文
學
博
士
新
村
出
先
生
京
都

帝
國
大
學
よ
り
松
山
先
生
に
交
付
せ
ら
る
べ
き
學
位
記
を

齋
し
末
て
、
令
嗣
松
山
幸
歪
氏
に
手
交
せ
ら
れ
た
り
、
先
生

需
に
北
宋
五
子
哲
學
こ
題
す
る
學
位
請
求
論
文
を
京
都
帝

國
大
學
に
提
出
せ
ら
れ
た
る
に
、
同
大
學
文
學
部
に
於
て

は
、
審
査
委
員
の
精
炭
ル
五
経
て
数
授
曾
を
通
過
し
、
文
部

犬
臣
に
稟
申
中
な
り
し
が
、
漸
（
此
頃
に
至
b
認
可
せ
ら

れ
、
四
月
二
十
一
二
日
を
以
て
學
位
授
典
を
登
表
せ
ら
れ
た

る
が
、
先
生
は
其
夜
卒
去
せ
ら
れ
、
二
十
四
日
は
日
曜
日

に
て
送
逹
の
手
績
を
履
行
し
得
す
、
二
十
五
日
新
村
博
士

が
携
末
り
令
嗣
に
博
逹
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
て
、
先
生
が

存
生
中
に
之
を
一
覧
し
得
ざ

b
し
は
、
誠
に
千
秋
の
遺
憾

な
b
と
す
、
其
の
學
位
記
左
の
如
し
。

學

位

記

兵

ーニ――

第
六
琥
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此
の
夜
堂
友
會
員
惣
代
敷
名
松
山
邸
に
至
り
、
御
親

族
の
方
ざ
偕
に
通
寝
勤
修
せ
り
。

二
十
六
日
告
別
式
埠
設
伽
分
抱
の
堂
友
會
員
は
、
早

朝
よ
b
懐
徳
堂
に
詰
め
、
装
飾
エ
匠
を
指
揮
し
て
、
佛

式
に
依
る
祭
婚
其
他
式
場
の
焚
飾
を
施
し
、
正
午
に
は

播
全
部
整
頓
し
て
禦
柩
の
到
肴
を
竣
つ
の
み
さ
な
れ

b‘

松
山
邸
に
於
て
は
、
正
午
よ
り
歴
代
の
菩
提
寺
た
る

州
明
石
市
の
本
立
寺
住
職
を
請
じ
、
大
阪
の
本
照
寺
正

國

庫

縣

松

・

山

直

戯

右
者
論
文
北
宋
五
子
哲
學
を
提
出
し
て
學
位
を

請
求
し
本
學
文
學
部
数
授
會
は
之
を
授
典
す
べ

き
者
ご
認
め
た
り
切
て
大
正
九
年
勅
令
第
二
百
誂

學
位
令
に
依
b
荘
に
文
學
博
士
の
學
位
を
授
＜

昭
和
二
年
四
月
二
十
三

B

京

都

帝

大

學



禰
寺
の
住
職
も
堡
同
し
て
葬
儀
を
勤
修
し
、
午
後
一
時
ニ

十
分
霊
柩
車
は
松
山
邸
を
登
し
て
懐
梅
堂
に
向
は
れ
た
り
。

懐
徳
堂
に
は
午
後
一
時
頃
よ
り
役
員
職
員
を
初
め
と
し

て
、
其
他
の
闊
係
者
績
々
末
會
し
て
、
雲
柩
車
の
到
着
を

待
て
り
、
午
後
二
時
寮
柩
車
到
渚
役
員
職
員
聰
講
生
一
同

門
の
雨
側
に
正
列
し
て
奉
迎
し
、
霊
柩
は
今
井
理
事
の
先

導
に
て
祭
壇
に
奉
安
せ
ら
る
、
一
一
時
二
十
分
導
師
喪
主
親

族
故
奮
着
席
し
、
次
で
券
列
者
着
席
す
。

今
井
記
念
會
常
任
理
事
は
、
雲
柩
前
に
進
み
て
先
生
の

永
訣
の
式
を
本
堂
に
於
て
畢
行
す
る
旨
を
申
告
す
、
次
で

理
事
長
代
理
小
倉
記
念
會
理
事
、
京
都
帝
國
大
學
文
學
部

有
志
綿
代
狩
野
先
生
、
東
京
嘉
納
塾
同
窓
會
代
表
日
高
輯

―
―
一
郎
氏
、
大
阪
陽
明
學
會
代
表
石
崎
酉
之
允
氏
、
懐
徳
堂

把
講
生
継
代
小
沼
賛
半
の
弔
詞
朗
譲
あ
り
。

次
で
各
地
の
畑
友
其
他
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
る
弔
電
二
十

ー
通
を
吉
田
助
数
授
に
依
り
て
讀
み
上
げ
ら
る
。

次
で
遺
族
親
戚
の
燒
香
あ

b‘

引
績
き
一
般
告
別
者
の

燒
香
敬
弁
に
移
り
、
四
時
終
了
、
四
時
十
分
需
柩
懐
徳
堂

を
登
す
、
第
一
自
動
車
に
は
導
師
、
第
二
自
動
車
に
は
銀

文
學
博
十
松
山
先
牛
終
店
記

柩
、
第
三
自
動
車
に
は
喪
主
、
第
四
自
動
車
に
は
遺
族
。

第
五
自
動
車
に
は
親
戚
故
面
、
第
六
自
動
車
に
は
懐
徳

堂
記
念
會
役
員
、
第
七
自
動
車
に
は
懐
徳
堂
々
友
會
組

代
黍
車
し
、
其
他
有
志
の
自
動
車
さ
共
に
五
時
阿
部
野

齊
場
に
着
す
、
導
師
の
讀
続
中
、
霙
柩
は
鼈
内
に
移
さ
れ

て
奉
安
し
、
密
閉
し
て
頷
鍮
を
施
さ
る
、
喧
萬
事
休
す
癸
゜

本
日
の
告
別
式
に
魯
列
せ
ら
れ
た
る
諾
氏
は
京
都
帝

國
＊
學
の
小
西
、
新
村
、
高
瀬
、
狩
野
、
内
藤
、
矢
野
。

野
上
、
桑
原
の
諸
博
士
を
初
め
、
安
井
小
太
郎
氏
、
野
田

大
阪
高
等
學
校
長
、
中
目
大
阪
外
國
語
學
校
長
等
約
三

百
名
、
頗
る
厳
粛
を
極
め

f
i
b
、
越
て
五
月
二
十
六
日

先
生
の
遺
骨
は
、
令
嗣
松
山
発
氏
に
捧
持
せ
ら
れ
、
未

已
人
親
戚
等
に
護
ら
れ
て
、
午
前
八
時
五
十
二
分
大
阪

繹
登
列
車
に
て
故
郷
播
州
明
石
の
本
立
寺
に
師
葬
せ
ら

れ
た
り
。

扉
頭
に
は
今
井
懐
撫
堂
常
任
理
事
夫
妻
、
吉
田
懐
撫
堂

助
数
授
、
堂
友
會
員
十
藪
名
洒
隣
の
親
交
あ
る
諸
氏
詣

夫
八
多
敷
の
見
送
あ
h
た
り
、

ーニ―――




